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検
察
庁
に
よ
る
報
道
機
関
へ
の
情
報
の
漏
洩
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

障
害
者
団
体
等
を
対
象
と
し
た
低
料
金
の
第
三
種
郵
便
物
制
度
に
係
る
文
書
を
偽
造
し
、
実
態
の
な
い
自
称
障
害
者
団
体

「
凛
の
会
」
に
同
制
度
を
悪
用
さ
せ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
上
村
勉
元
担
当
係
長
が
昨
年
逮
捕
さ
れ
た
。
右
の
事
件
に
絡

み
、
文
書
偽
造
を
上
村
元
係
長
に
指
示
し
た
と
し
て
、
昨
年
六
月
に
逮
捕
さ
れ
た
村
木
厚
子
元
同
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局

長
の
公
判
が
本
年
九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
右
に
関
し
、
村
木
元
局
長
の
取
調
べ
を
担
当
し
て
い
た
大

阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
の
前
田
恒
彦
主
任
検
事
が
、
証
拠
と
し
て
押
収
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
改
竄
し
た
と
し

て
、
同
月
二
十
一
日
、
最
高
検
察
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

検
察
庁
に
よ
る
情
報
の
リ
ー
ク
（
以
下
、
「
リ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
例
え
ば
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
が
自
身
に
か

け
ら
れ
た
容
疑
に
つ
い
て
ど
の
様
な
供
述
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
供
述
の
結
果
、
何
ら
か
の
新
た
な
容
疑
が
見
つ
か
っ

た
か
、
更
に
は
別
の
人
物
が
容
疑
者
と
し
て
浮
上
し
た
か
、
あ
る
人
物
に
対
し
て
任
意
の
事
情
聴
取
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
か
等
、
あ
る
刑
事
事
件
の
捜
査
が
ど
の
様
に
推
移
し
て
い
る
か
に
関
す
る
情
報
を
検
察
庁
が
新
聞
社
等
の
各
報
道
機
関

（
以
下
、
「
マ
ス
コ
ミ
」
と
い
う
。
）
に
流
す
こ
と
と
定
義
す
る
。
「
リ
ー
ク
」
に
関
し
、
過
去
の
政
府
答
弁
書
（
例
え
ば

内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
二
五
号
等
）
に
お
い
て
、
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
捜
査
上
の
秘
密
の
保
持
に
つ
い

一



て
格
別
の
配
慮
を
払
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
捜
査
情
報
や
捜
査
方
針
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
菅
�
人
内
閣
と
し
て
、
「
リ
ー
ク
」
の
有
無
に
つ
き
、
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て

い
る
か
。

二

本
年
九
月
二
十
一
日
、
朝
日
新
聞
だ
け
が
朝
刊
で
前
田
容
疑
者
に
よ
る
改
竄
を
報
じ
て
い
た
。
前
田
容
疑
者
に
よ
る
改
竄

に
関
し
、
大
阪
地
検
特
捜
部
ま
た
は
検
察
庁
よ
り
、
「
マ
ス
コ
ミ
」
に
対
し
て
「
リ
ー
ク
」
が
な
さ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。

ま
た
、
そ
の
様
な
事
実
が
な
い
か
、
柳
田
稔
法
務
大
臣
と
し
て
、
同
特
捜
部
ま
た
は
同
庁
を
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

三

週
刊
朝
日
本
年
十
月
八
日
発
売
号
の
二
十
四
頁
か
ら
二
十
五
頁
に
か
け
て
、
「
『
冤
罪
救
助
請
負
人
』
緊
急
対
談

『
村

木
さ
ん
の
事
件
は
例
外
じ
ゃ
な
い
。
鈴
木
宗
男
さ
ん
も
本
当
な
ら
無
罪
だ
』
」
と
の
見
出
し
で
、
弁
護
士
の
弘
中
惇
一
郎

氏
、
佐
藤
博
史
氏
に
よ
る
対
談
記
事
（
以
下
、
「
対
談
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
田
大
臣
は
「
対
談

記
事
」
を
承
知
し
て
い
る
か
。

四

「
対
談
記
事
」
の
中
に
、
「
弘
中

メ
デ
ィ
ア
と
特
捜
部
は
似
て
い
る
ん
で
す
よ
。
自
分
た
ち
を
正
義
だ
と
思
っ
て
い

て
、
真
相
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
被
疑
者
は
極
悪
で
あ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
し

ま
う
。
都
合
の
良
い
部
分
は
膨
ら
ま
せ
、
悪
い
部
分
は
使
わ
な
い
、
わ
か
り
や
す
い
話
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
し
た

二



性
格
が
似
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
検
察
か
ら
リ
ー
ク
を
受
け
る
と
喜
ん
で
書
い
て
し
ま
う
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
右
に

あ
る
様
に
、
検
察
側
か
ら
「
マ
ス
コ
ミ
」
に
対
し
て
「
リ
ー
ク
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

五

四
で
、
あ
る
の
な
ら
、
ど
の
様
な
場
合
に
限
り
、
「
リ
ー
ク
」
が
な
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
際
の
法
令
上
の
根
拠
は
何

か
、
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

六

四
で
、
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
「
対
談
記
事
」
が
虚
偽
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
検
察
庁
、

ひ
い
て
は
柳
田
大
臣
と
し
て
、
週
刊
朝
日
ま
た
は
弘
中
氏
に
対
し
て
抗
議
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

七

六
で
、
抗
議
す
る
考
え
が
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
週
刊
朝
日
二
月
十
二
日
発
売
号
の
二
十
二
頁
か
ら
二
十
四
頁

に
か
け
て
、
「
暴
走
検
察

子
ど
も
�
人
質
�
に

女
性
秘
書
『
恫
喝
』
十
時
間
」
と
の
見
出
し
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

上
杉
隆
氏
に
よ
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
年
二
月
三
日
、
東
京
地
方
検
察
庁
の
谷
川
恒
太
次
席
検
事
は
、
右
の
論
文

は
事
実
で
な
い
と
す
る
抗
議
文
を
週
刊
朝
日
の
山
口
一
臣
編
集
長
に
出
し
て
い
る
。
同
じ
く
週
刊
朝
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
対
談
記
事
」
の
内
容
が
事
実
で
な
い
の
な
ら
、
右
の
上
杉
氏
の
論
文
に
対
し
て
抗
議
文
を
出
し
た
の
と
同
様
の
対
応
を
取

ら
な
け
れ
ば
、
検
察
側
の
対
応
と
し
て
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
柳
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


